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今月のトピックス 

 

 

  

 

6月に厚生労働省より、令和３年度「過労死等の労災補償状況」が公表されま

した。これは過重な仕事が原因で発症した脳・心臓疾患や、仕事による強いスト

レスが原因で発病した精神障害の状況について、労災請求件数や、「業務上疾病」

と認定し労災保険給付を決定した支給決定件数などを、取りまとめたものにな

ります。 

本稿では、本資料の傾向を読み解きながら、労災に関するリスクについてご案

内いたします。 

１．労災補償状況の傾向 

公表資料を見ると、「脳・心臓疾患」に関する事案の労災支給決定件数につい

ては、減少傾向がみられるものの、「精神障害」に関する事案については、増加

傾向かつ過去最高の件数となっており、喫緊の対策が求められていることが見

て取れます。 

 

■脳・心臓疾患の労災補償状況 

 H29 年度 H30 年度 R1年度 R2 年度 R3年度 

請求件数 840 877 936 784 753 

決定件数 664 689 684 665 525 

支給決定件数 253 238 216 194 172 

 

■精神障害の労災補償状況 

 H29 年度 H30 年度 R1年度 R2年度 R3 年度 

請求件数 1732 1820 2060 2051 2346 

決定件数 1545 1461 1586 1906 1953 

支給決定件数 506 465 509 608 629 

 

精神障害に関する労災を防ぐために 
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２．「精神障害」の労災支給決定の原因となった出来事 

それでは、増加が懸念される「精神障害」に関する事案について、具体的にど

のような出来事を原因として労災が認定されているのでしょうか。資料を見る

と、ハラスメントに関わる支給決定件数が約 3 割を占めていることが見て取れ

ます。 

 

■精神障害の出来事別決定及び支給決定件数一覧 

具体的な出来事 決定件数 支給決定件数 

上司等から、身体的攻撃、精神的攻撃等のパワ

ーハラスメントを受けた 
242 125 

仕事内容・仕事量の（大きな）変化を生じさせ

る出来事があった 
183 71 

悲惨な事故や災害の体験、目撃をした 100 66 

特別な出来事（※） 63 63 

同僚等から、暴行又は（ひどい）いじめ・嫌が

らせを受けた 
126 61 

セクシュアルハラスメントを受けた 97 60 

※支給決定件数上位 6件を記載 

※「特別な出来事」は、心理的負荷が極度のもの等の件数 

３．ハラスメントが発生する職場の特徴 

昨年公表された「職場のハラスメントに関する実態調査報告書」では、パワハ

ラを受けた方がいる職場の特徴として次のものがあがっています。 

 

■職場の特徴（パワハラ経験有無別）現在の職場でパワハラを受けた方の数値 

特徴 割合 

上司と部下のコミュニケーションが少ない／ない 37.3％ 

残業が多い／休暇を取りづらい 30.7％ 

業績が低下している／低調である 28.6％ 

従業員の年代に偏りがある 27.2％ 

失敗が許されない／失敗への許容度が低い 23.7％ 

※上位 5件を記載 
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４．さいごに 

パワハラという一事を取り上げましたが、前述の労災認定の出来事すべてに

おいても、上司と部下との職場のコミュニケーションがあれば、「精神障害」の

労災を回避できる可能性は高まるのではないでしょうか？今一度、職場のコミ

ュニケーションを見返し、活性化を図ってみることをお勧めします。 

 

※本内容は 2022年 7月 12日時点での内容です 

 

＜監修＞ 

社会保険労務士法人 中企団総研 


